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自己紹介 
 2003年に、オープンソースソリューションセンター（OSSC）を企画、設立。 

 2004年にMySQL社とパートナー契約。 
2005年に旧JBoss社とパートナー契約。 

 2006年、社内ベンチャーにてOSSサポート事業を外販を開始。サービス名称を、
“OpenStandia”に。 
オープンソース・ワンストップサービスを展開。 
事業責任者として活動。 

 2008年6月、オープンソースビジネス推進協議会（OBCI）を企画、設立。事務局担当理事に
就任。 

 2008年9月、ミック経済研究所による調査にて、 
野村総合研究所のOpenStandiaがOSSミドルウェア 
のサポートサービス分野でシェアNo.1を獲得。 

 2010年10月、JasperSoft社とパートナー契約。 

 2010年10月、OpenSSO&OpenAMコンソーシアムを企画、設立。会長就任。 

 2011年、累計の契約数が1,000を突破。 

 

はじめに 
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（出所）Tokyo, Japan - seen from the North Observatory 45th floor - Tokyo Metropolitan 
Government Building in Shinjuku. By UggBoy♥UggGirl [ PHOTO // WORLD // TRAVEL ] 
http://www.flickr.com/photos/uggboy/5181846719/in/photostream/ 

企業における、認証基盤へのニーズ 

はじめに 

ＩＤ管理の効率化 

内部統制、コンプライアンス強化、個人情報保護 
業務の自動化 

ＩＴ環境の変化 

事業環境の変化 

ＳａａＳ 

クラウド基盤 

モバイル端末、スマートフォン、タブレット 

グループ企業間、グローバル規模での情報システム共有 

企業合併、社内認証基盤統合、サービス統合 

サービス事業強化 
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商品・製品だけでは差別化が難しい 
商品・製品にサービスを付加して差別化 

背景 商品＋サービス で差別化 

製品のライフサイクルがますます短くなっている。 

新商品を投入しても、すぐに同様の商品が市場に溢れる。 

国際的な競争が激しくなっている。 

過当な価格競争。 
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商品・製品だけでは差別化が難しい 
商品・製品にサービスを付加して差別化 

背景 商品＋サービス で差別化 

ｉＴｕｎｅｓ（アップル）の例 

http://www.apple.com/jp/ipod/ 

http://www.apple.com/jp/itunes/ 
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顧客情報を連携・統合管理し、 
企業が顧客にサービスを提供するための「プラットフォーム」 

目指すべき姿と課題 

 

マーケティ
ング部門 

 
システム 
部門 

シングルサインオン 

認証ログ 
アクセスログ 
課金ログ 

ID管理 
（プロビジョニング） 

配信 
ルール 

各種ログ集計 
顧客情報 
問合せ履歴 

利用者向け 
ポータル 

事業者向け 
ポータル 

監査ログ 

・サービスメニュー 
・お知らせ 
・パスワード管理 

・サービス申込 

・問合せ履歴管理 

・監査レポート 

・顧客行動分析 

操作ログ 

・クラウドSSO 
 （SAML、OpenID、 
  Oauth等） 
・オンプレミスSSO 
・既存システムSSO 
・アクセス制御 

・ユーザID、組織、 
 ロール等の配信 

統合ディレクトリ 
（ユーザ、組織） 

パブリック 
クラウド 

GoogleApps 
Salesforce等 

効率化（文書管
理、スケジュー
ル、・・・） 
品質管理 
人材育成 
コミュニケーション 
その他サービス 

サービス群 サービスプラットフォーム 
利用者 

 
オペレータ 

 
ヘルプ 
デスク 

・問合せ 

・ユーザ、組織、
ロール、パスワー
ド等管理 

・ワークフロー 

・契約管理 
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課題 
～顧客（利用者）が増えると、ITコストの負担増～ 

目指すべき姿と課題 

このような「プラットフォーム」は、従来の技術、製品でも十分に実現可能。 

必要となる主な製品 

▪ シングルサインオン、ＩＤ管理、ポータル、問い合わせ管理、情報分析（ＢＩ） 

しかし、このような製品の多くは「ユーザ課金」であるため、サービスが成功する
＝顧客（利用者）が増加すると、企業のコスト負担は大きくなる。 

ソフトウェアコスト 

顧客数（利用者数） 

オープンソースの
活用 
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顧客情報を連携・統合管理し、 
企業が顧客にサービスを提供するための「プラットフォーム」 

ＯＳＳを活用した統合顧客情報管理ソリューション 

 

マーケティ
ング部門 

 
システム 
部門 

シングルサインオン 

認証ログ 
アクセスログ 
課金ログ 

ID管理 
（プロビジョニング） 

配信 
ルール 

各種ログ集計 
顧客情報 
問合せ履歴 

利用者向け 
ポータル 

事業者向け 
ポータル 

監査ログ 

・サービスメニュー 
・お知らせ 
・パスワード管理 

・サービス申込 

・問合せ履歴管理 

・監査レポート 

・顧客行動分析 

操作ログ 

・クラウドSSO 
 （SAML、OpenID、 
  Oauth等） 
・オンプレミスSSO 
・既存システムSSO 
・アクセス制御 

・ユーザID、組織、 
 ロール等の配信 

統合ディレクトリ 
（ユーザ、組織） 

パブリック 
クラウド 

GoogleApps 
Salesforce等 

効率化（文書管
理、スケジュー
ル、・・・） 
品質管理 
人材育成 
コミュニケーション 
その他サービス 

サービス群 サービスプラットフォーム 
利用者 

 
オペレータ 

 
ヘルプ 
デスク 

・問合せ 

・ユーザ、組織、
ロール、パスワー
ド等管理 

・ワークフロー 

・契約管理 

OpenAM 

OpenLDAP 

LISM 

Liferay 

Liferay 

OTRS 

OTRS 

Liferay 

JasperSoft 

オープンソースで実現する、統合顧客管理＋統合認証 

                       「ＯｐｅｎＳｔａｎｄｉａクラウドサービス・プラットフォーム」 
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オープンソースの不安と対策 
～商用製品レベルのサポートサービスで安心～ 

オープンソース（ＯＳＳ）の活用 

企業で利用する際には、「サポートが無い（自己責任）」ことが課題。 
ＮＲＩが有償サポートサービスを提供。 

金融機関や大手製造業をはじめとして、１，０００社以上の導入実績。 
５０種類以上のオープンソースをワンストップでサポート。 
１０年以上の長期サポート。（ＯＳＳ毎に異なる） 
万が一不具合があった場合には、ＮＲＩがパッチを開発・提供。 

（ＯｐｅｎＳｔａｎｄｉａパッケージとして提供したものが対象。） 

 
 
 

 
企業が安心してオープンソースを活用し、 
「低コスト」、「長期利用」といったメリットを享受。 
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競合他社と差別化し、将来の収益の柱として、 
顧客への「サービス」を強化 （シスメックス様） 

事例紹介 

企業概要 

大手医療機器メーカー シスメックス様 

導入目的 

競合他社との差別化のため、サービス提供に力を入れている。 

顧客である医療機関に対して、製品情報、医療機関同士の情報交換、医療機関の
事務効率化などを目的としたサービスの提供を計画。 

既存のパッケージやクラウドサービスをフルに活用し、短期間に多くのサービスを提供
できるようにするための、プラットフォームを構築。 

導入効果 

プラットフォームが完成し、今後様々なサービスを短期間に提供することが可能に. 

今後、情報分析（ＢＩ）も導入し、効果を測定しながらサービスを追加。 
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競合他社と差別化し、将来の収益の柱として、 
顧客への「サービス」を強化 （シスメックス様） 

事例紹介 

システム構成 

ＬＤＡＰデータ構造 

シングルサインオン（代理認証）シーケンス 

セッションＩＤチェックへの対応 

絶対パスへの対応 

タイムアウトへの対応 

ユーザ登録 

初回パスワード変更 

監査 

アクセスログ分析 
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シングルサインオン、ＩＤ管理に関する主要事例 
 ～国内で数十社の導入実績～ 

事例紹介 

＃ 業種 ユーザ数 システムの概要 課題 効果 

1 大手建設業 3,000  
旧サンマイクロシステムズ（現オラ
クル）のシングルサインオン製品か
ら、OpenAMへのリプレース。 

製品ベンダーの買収にともない、
リプレースを検討。 

OpenAMは、Sun 
AccessManagerがベースとなって
いるため、スムースに移行。 

2 データセンター事業者 5,000  

データセンター事業者が、顧客向
けに提供する複数のサービスにお
いて、統合ID管理、統合認証、
ポータル機能提供を実現。 

商用製品だと、ライセンス費用が
高額に。また、ポータル機能まで
含めて、サービスプラットフォーム
機能を提供する製品は存在しな
い。 

複数システムのシームレスな連携
を実現し、今後のサービス追加の
ための拡張性も確保。 

3 サービス業 1,000  

顧客へのサービス提供のためのプ
ラットフォームとして、ID管理、シン
グルサインオン、ポータルといった
機能を提供。 

商用製品だと、ライセンス費用が
高額に。 

導入実績が多く安定しており、
NRIがソースコードを全て管理して
いるOpenStandia/SSO&IDMを導
入することで、高い品質を確保。
また、オープンソースの活用で大
幅にソフトウェアコストを削減。 

4 大手不動産 6,000  

人事、会計など、基幹業務システ
ムと、AD、NotesなどのOA系・情
報共有系システム。GoogleApps
の利用や、スマートフォンからの情
報照会を新たに開始。 

従来は、人事異動時のユーザID
の更新業務を、全て人手で行って
おり、情報システム部の大きな負
担となっていた。GoogleAppsの
利用を開始するにあたり、さらな
る負担増を避ける必要があった。 

ばらばらだったIDを統合管理し、
人事システムとも連携。異動業務
を自動化し、大幅に効率化。従来
紙で行っていた各事業部との人
事異動に関するやりとりも、シス
テム化、ワークフロー化。 

5 大手電子機器メーカー 500,000  

自社顧客にインターネット経由で
提供している複数サービスに関す
る統合認証基盤。統合ID管理、
及びシングルサインオンを提供。
顧客（消費者）の利便性を高める
とともに、高度なCRMを実現。 

従来の商用製品は、品質が悪くト
ラブルが頻発。また今後グローバ
ル規模での統合認証基盤を構築
するにあたり、ユーザライセンスが
高額になり、事業の大きな負担に
なる懸念があった。 

導入実績が多く安定しており、
NRIがソースコードを全て管理して
いるOpenStandia/SSO&IDMを導
入することで、高い品質を確保。
また、オープンソースの活用で大
幅にソフトウェアコストを削減。
NRIのクラウドサービス上で運用
維持管理サービスを提供。 
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シングルサインオン、ＩＤ管理に関する主要事例 
 ～国内で数十社の導入実績～ 

事例紹介 

＃ 業種 ユーザ数 システムの概要 課題 効果 

6 大手教育機関 1,000,000  

会員数約100万人の大手教育機
関。会員向けの各種サービスにお
ける、シングルサインオン導入プロ
ジェクト。 

ユーザ数が多く、商用製品ではラ
イセンス費用が億円単位となり、
コストが合わない。また、オープン
ソースベースでは、大規模ユーザ
に耐えられない。 

NRIがオープンソースのシングルサ
インオンツールであるOpenAMを大
規模サイト向けにカスタマイズ。
ユーザ情報のマスタにLDAPではな
く、DBMSを用いることで、大規模
サイトでも耐えうる性能、品質を実
現。 

7 大手建材メーカー 10,000  

取引先などを含めたシステム。クラ
ウド提供。取引先を含めたIDを管
理し、取引先が情報システムにセ
キュアにアクセスできるようにする
ことで、ビジネスのスピードアップを
図る。 

取引先にIDを発番し、システムを
活用しようとすると、ユーザ数が増
加し、商用製品ではライセンス費
用が億円単位となり、コストが合わ
ない。 

オープンソースを活用することで、
ユーザが増えてもソフトウェアコス
トが変わらない課金モデルを実現。
取引先を含めた情報システムの活
用の実現に貢献。 

8 ヘルスケア 10,000  インターネット上に複数のサービス
（サイト）を展開している。 

顧客の利便性を向上させるため、
複数のサービスと、顧客システムと
をシングルサインオン対応したい。
自社サービス（SaaS）と、顧客シス
テムとのシングルサインオンは、従
来の商用製品では技術的に実現
が難しい。 

オープンソースをベースに、カスタ
マイズ対応なども交えて、お客様
の要求を実現。 

9 大手家電メーカー 5000 
～100000 

既に、自社に統合認証基盤を構
築済み。これと外部のサービス
（LotusLive）と統合認証したい。 

グローバル規模でのシングルサイ
ンオンになるため、商用製品では
ライセンス費用が高額に。 

オープンソースを活用し、コスト削
減。グローバル規模での情報共有
に貢献。 

10 大手家電メーカー 3,000  

既に、自社に統合認証基盤を構
築済み。これと外部のサービス
（Salesforce、GoogleApps）と統
合認証したい。 

グローバル規模でのシングルサイ
ンオンになるため、商用製品では
ライセンス費用が高額に。 

オープンソースを活用し、コスト削
減。グローバル規模での情報共有
に貢献。 
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オープンソースを活用し、事業拡大や他社との差別化を 
実現する、「サービス・プラットフォーム」の構築へ 

まとめ 

詳しいサービス紹介、事例紹介は、 
http://openstandia.jp まで 

ＮＲＩ ＯｐｅｎＳｔａｎｄｉａは、オープンソースを 
『社会インフラ』として、普及・発展させます。 

企業にとって、必要不可欠となったオープンソース 

（サービス事業強化による競争力強化） 

オープンソースは重要な社会インフラ 



本資料に掲載されている会社名、製品名、サービス名
は各社の登録商標、又は商標です。 


